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■ 111160人が集まり栄誉をたたえる

鸞
平
成

１６
年
２
月

Ｈ
日
、
平
成

‐５
年
度
の

『
文
化
功
労
者
』
と

し
て
顕
彰
さ
れ
た
同
窓
会
員
の

末
松
安
晴
さ
ん

［中
２４
］
＝
国

只畿
屁
鰺
燿
一畿
饉
一難
鶴
鑢

立
情
報
学
研
究
所
長
、
元

・
東

京
工
業
大
学
学
長
＝
の
栄
誉
を

た
た
え
る
祝
賀
会
を
、
恵
那
高

同
窓
会
と
恵
那
城
陵
会
と
の
共

今
年
度
、
同
窓
会
報
第

５

号

『城
陵
』
は
、
年
間
購
読
料

千
円
を
頂
載
し
て
会
員
の
皆

様
に
発
行
し
て
ま

い
り
ま
し

た
。
来
年
度
か
ら
は
年
間
千
円

催
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
Ｇ
当

日
、
会
場
の
恵
那
峡
国
際
ホ
テ

ル
に
は
同
窓
会
員
し
百
六
十
人

が
出
席
し
、
盛
大
に
末
松
さ
ん

の
功
績
を
祝
い
ま
し
た
。

視
賀
会
で
は
、
ま
ず
柘
植
章

同
窓
会
長
が
発
起
人
代
表
と
し

て
あ

い
さ

つ
し
、
一齊
藤
宣
昭
校

長
、
中
学
第

２４
回
代
表

の
西
戸

［写
真

。
上
］
末
松
さ
ん
の

文
化
功
労
者
顕
彰
祝
賀
会
風
景

（恵
那
峡
国
際
ホ
テ
ル
で
）

［写
真

・
左
下
］
同
級
生
代

表

。
西
戸
登
さ
ん
か
ら

『名
誉

級
長
任
命
書
』
を
贈
呈
さ
れ
た

末
松
安
晴
さ
ん

（右
）

■
■1

:轟登ぜ 鯰

一 第 5号 一
発行/岐早県立恵那高等学校同窓会

所在地/岐早県恵那市大井H丁 10231

〒509-7201

TEL・ FAX:0573-25()253

E mailicnako― ds@cnat Org

発行責任者 柘植  章

｀
讐・へや

か
・ヽ
みヽ″メ` _げ 疲ヽ 褪 ダ

 ヽ    'よ  ′よ  よ  ‐      勺

ち貞∬よ贔

を
お
振
り
込
み
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
ｃ

な
お
、
周
り
の
同
級
生
に

呼
び
か
け

て

い
た
だ
き
よ
り

多
く
の
方
々
に
読
者
に
な

っ

て
い
た
だ
け
ま
す
な
ら
ば
十

■
に
存
じ
ま
す
。

方
向

「
人
間
力
の
大
切
さ
」
を

強
調
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
加
藤
利
徳
県
議
会

議
員

［中

１９

・
５
］
の
乾
杯
の

発
声
で
始
ま
り
、
『
や
ま
び
こ
』

の
合
唱
、
コ
心那
高
の
伝
統
を
守

る
会
』
の
応
援
歌
が
あ
り
、
西

尾
直
娼
県
議
会
議
員

［高

１４
］

の
万
歳
三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

、
メ
ξ
ヽ
プ
ギ
ヽ
〓／
１
ヽ
／
ｔ
ヽ
〓・で
ヽ
ノ
ξ
■
／
く
ヽ
．ノ
〓ヽ

ま
■
ヽ
ぉ
√
ヽ
１
／
ヽ
テ
，
ｔ
ヽ

の
協
力
金
と
い
う
形
で
今
ま

で
通
り
会
報
の
読
者
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
趣
旨
を

ご
理
解
の
上
、
同
封
の
協
力

金
振
込
用
紙
に
よ
り
、
平
成

‐７
年

２
月
末
日
ま
で
に
千
円

ｒ
ぎ

ヽ
す

ぎ

、

登
さ
ん
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
特
に
、
西
戸
さ
ん
は
東
京

の
祝
賀
会
ス
ピ
ー
チ
で
約
束
し

た
と
い
う

『名
誉
級
長
任
命
書
』

を
贈
呈
し
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
演

出
で
満
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

一
方
、
末
松
さ
ん
も
記
念
講

演
と
し
て
中
学
生
時
代
の
思

い

出
を
述
べ
、
今
後

の
進
む
べ
き

乙
荼
匁
戌
良

平
成

１６
年
４
月
１
日
付
け
の
　

な
り
、
着
任
さ
れ
ま
し
た
ｃ

人
事
異
動
で
、
」齊
藤
宣
昭
校
長
　
　
大
野
さ
ん
は
恵
那
郡
福
岡
町

が
退
職
さ
れ
、
第

１７
代
の
新
校

　

出
身
で
、
恵
那
高
校
勤
務
は
今

長
に
大
野
岩
夫
さ
ん
が
発
令
に
　

回
で
３
回
日
．
躍
進
を
続
け
る

恵
那
高

の
運
営
に
、
新
校
長
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
３
月
１
日
に
は
恵
那

高
第

５６
同
生
の
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
普
通
科
百
六
十
人
、
理
数

科
八
十

一
人
、
計
二
百
四
十

一

人
が
巣
立
ち
ま
し
た
．

代
わ

っ
て
４
月
８
日
に
は
第

５９
回
生

の
入
学
式
が
行
わ
れ
、

普
通
科
百
六
十

一
人
、
理
数
科

八
十
人
、
計
三
百
四
十

一
人
の

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
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戦
没
者
の
総
数
は
２
０
６
柱
に

『東
京
城
陵
会
』
有
志
＝
内

海
安
博
さ
ん

［中
２０
］

．
河
内

淳
次
郎
さ
ん

［中
２３
］
ら
＝
と

『恵
那
高
同
窓
会
』
広
報
委
員
会

が
共
同
で
始
め
た

『恵
那
中
学

校

・
同
窓
会
員
の
戦
没
者
調
査
』

は
、
平
成

１７
年

８
月

１５
日
の

『終
戦
六
十
周
年
記
念
日
』
ま
で

に
調
査
結
果
を
発
表
で
き
る
よ

う
最
後
の
追
い
込
み
に
入
っ
て

い
ま
す
。
現
段
階
で
の
調
査
未

了
地
区
と
要
再
調
査
地
区
は
、

多
治
見
市
、
可
児
市
、
加
茂
郡

な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
平
成

１７
年
１
月

２０
日
現
在
ま
で
に
把
握
し
た
戦

没
者
総
数
は
三
百
六
柱
と
な
り
、

一
九
七
二

（昭
和
４７
）
年
調
査

の
百
五
十
八
柱
よ
り
四
十
八
柱

増
え
、
戦
没
地
や
戦
没
年
月
日

の
不
明
、
間
違
い
も
ほ
ぼ
解
明

で
き
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
方
は
情
報
を
…

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

現
段
階
で
の
未
解
明
者
は
三
名

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方

の
本
籍
地
、
遺
族
関
係
者
の
氏

名
、
中
学
時
代
の
住
所
な
ど
の

情
報
を
ご
存
じ
の
方
は
、
是
非
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【未
解
明
戦
没
者
】
＝
卒
業

回
数
、
戦
没
者
名

（敬
称
略
）

出
身
地
の
順
。

☆
戦
没
日
、
戦
没
地
が
不
明

な
方
２
回
＝
安
藤
好
郎

（多
治
見
）

☆
戦
没
日
が
不
明
な
方

６
回
＝
丹
羽
俊
吉

（大
井
）

Ｈ
回
＝
渡
辺
年
成

（多
治
見
）

今
回
の
調
査
は

一
般
の
戦
没

者
も
含
む
全
戦
没
者
の
名
簿
を

入
手
し
、
同
窓
会
員
名
簿
と
照

合
し
て
同
窓
会
員
戦
没
者
を
捜

し
出
し
、
完
ぺ
き
に
近
い

『
同

窓
会
員
戦
没
者
名
簿
』
を
完
成

さ
せ
よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。

そ
の
た
め
委
員
を
各
市
町
村

ご
と
に
お
願
い
し
、
調
査
の
基

礎
と
な
る
資
料
を
収
集
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
没
者
名
簿
を
印

刷
配
付
し
、
公
開
し
て
い
る
地

区
の
調
査
は
容
易
で
し
た
が
、

名
簿
非
公
開
の
地
区
は
個
人
情

報
問
題
で
厳
し
く
、
大
変
困
難

を
極
め
、
な
か
に
は
慰
霊
碑
や

慰
霊
祭
の
祝
詞

（
の
り
と
）
な

ど
か
ら
戦
没
者
名
を
調
査
し
た

所
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
四
十
六

柱
の
新
し
い
戦
没
者
が
判
明
し
、

未
解
明
の
戦
没
年
月
日
や
戦
没

場
所
も
大
部
分
解
明
に
こ
ぎ
着

【情
報
連
絡
先
】

▼
東
京
城
陵
会

内
海
安
博
＝

０
４
７
１
３
８
５
１
２
２
６
３

河
内
淳
次
郎
＝

０
４
５
１
９
８
３
１
９
１
６
１

▼
同
窓
会
広
扱
委
員
会

古
山
精
＝

０

５

７

３

１

２

６

１

２

５

５

１

け
た
次
第
で
す
。

各
地
区
の
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。
ご
協
力
に
対
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
末
期
の

一
九
四

四

（昭
和
１９
）
年
に
戦
死
し
た

海
軍
の
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生

（予
科
練
）
Ｈ
期
出
身
の
菅
原
貞

雄
さ
ん

［中
１８
］
の
卒
業
証
書

調
査
に
協
力
さ
れ
た
委
員

◎
加
子
母
＝
梅
田
源
作

［中
２２
］　
　
【土
岐
市
】

◎
川
上
＝
原
辰
男

［中
１９
］
　
　
　
◎
土
岐
津
＝
小
林
晴
夫
［中
２２
］、

【中
津
川
市
】
（敬
称
略
）　
　
　
　
◎
蛭
川
＝
古
山
精

［高
１
］
　
　
　
可
知
弘
至

［高
１
］

◎
中
津
東

・
中
津
中
部

。
中
　
　
【恵
那
市
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
泉

・
肥
田
・
曽
木

・
鶴
里

津
西
＝
小
境
卓
男

［中
２４
］
　
　
◎
大
井
・長
島
・東
野
上
二
郷
・
　

　

＝
小
林
晴
夫

［中
２２
］

◎
坂
本
＝
梶
屋
春
雄

［中
２０
］
　
　
武
並
基
工置
。中
野
方
・飯
地
＝
　
　
◎
駄
知
＝
正
村
保
夫

［中
２２
］

◎
苗
木
＝
水
野
孝

［中
２３
］
、
　
　
本
藤
千
幸

［中
２４
］、
古
山
精
　
　
　
【瑞
浪
市
】

綴
領
澄
夫

［同
］、
小
境
卓
男
　
　
　
［高
１
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
市
全
般
＝
水
野
進

［中
１５
］、

［中
２４
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
岩
村
＝
後
藤
萬
造

［中
２。
］
　

加
知
弘
至

［高
１
］

◎
落
合
＝
山
杢
厚

［中
２‐
］
　
　
　
後
藤
廉
吉

［中
２‐
］　
　
　
　
　
　
【笠
原
町
】

◎
阿
木
＝
杉
浦
稔
朗

［中
И
］
　
　
◎
山
岡
＝
桜
井
伸
美

［中
１８
］
　

◎
全
般
＝
栗
田
純

一

［中
２２
］

◎
神
坂

（長
野
県
山
口
村
を
　
　
◎
明
智
＝
橋
本
勝
幸

［中
２２
］
　

【愛
知
県
】

含
む
）
＝
関
村
亮

一
［中
２‐
］
　
　
◎
上
村

・
下
原
田
・
串
原
＝
　
　
　
◎
旭
町
＝
橋
本
勝
幸

［中
２２
］

関
村
ち
と
せ

［高
６
］　
　
　
　
　
古
山
精

［高
１
］　
　
　
　
　
　
　
【長
野
県
】

【恵
那
郡
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
【多
治
見
市
】　
　
　
　
　
　
　
　
◎
南
木
曽
＝
木
下
健

［中
２３
］

◎
付
知
＝
北
原
回
平

［中
１９
］
　
　
◎
市
全
般
＝
小
林
健

［中
１５
］
　

【予
科
練
関
係
】

◎
福
岡
＝
後
藤
成
昭

［同
］
　
　
加
知
弘
至
［高
１
］、
西
尾
宏
昭
　
　
◎
全
般
＝
梅
村
準

［中
１９
］、

◎
坂
下
＝
古
谷
龍
三

［同
］
　
　
［高
１
］、
度
会
仲
也

里
昌
２
］
　
　
古
谷
龍
三

［同
］

木
股
健
二
さ
ん

［中
１８
］
ヽ
梅
村
　
主
の
篠
原
良
美
さ
ん

（故

・
正

準
さ
ん

［中
１９

・
５
］
ら
に
よ
　

血
（さ
ん

［中
７
］
長
女
）
が
宮

り
、
予
科
練
出
身
の
戦
没
者
十
　
城
県
塩
釜
市
在
住
の
実
弟
俊
雄

五
柱
の
慰
霊
祭
と
”鎮
魂
の
卒
業

　
さ
ん
を
捜
し
当
て
ま
し
た
。

式
“
が
行
わ
れ
、
当
時
の
恵
那
高
　
　

」ゝ
う
し
て
１５
年
Ｈ
月
、
待
望

校
長

・
宮
嶋
恒
光
さ
ん

［中
２２
］
　

の
卒
業
証
書
が
、
遺
族

・
俊
雄

の
英
断
で
、
英
霊
に
特
別
卒
業

　

さ
ん
の
手
元
に
届
き
、
無
事
、

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
し
　
貞
雄
さ
ん
の
位
は
い
に
供
え
ら

か
し
、
菅
原
さ
ん
の
遺
族
だ
け
　

れ
、
末
弟

・
義
雄
さ
ん

［中
２４
］

は
住
所
不
明
、
証
書
は
保
留
の
　

（仙
台
市
在
住
）
ら
も
大
喜
び
だ

ま
ま
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
そ
う
で
す
。

た
ま
た
ま
今
回
の

『
同
窓
会
　
　
な
お
、
貞
雄
さ
ん
の
戦
死
年

員
戦
没
者
調
査
』
で
菅
原
さ
ん
　

月
日
、
場
所
に
は
諸
説
が
あ
り

在
学
中
の
住
所
が
中
津
川
市
東
　
ま
し
た
が
、
俊
雄
さ
ん
の
情
報

官
町
１
１

２０
付
近
と
判
明
。
地
　

に
よ
り

「昭
和
１９
年
６
月
１
日
、

完
べ
き
に
近
い
戦
没
者
調
査

地
区
委
員
の
活
躍
の
お
か
げ

蟷
魔
憫
年
後
に
事
袂
な
書

彗
懸
真
雉
％
の
は
麟
濾
は
く

が
六
十
年
ぶ
り
に
、
遺
族
で
実

弟
の
俊
雄
さ
ん
の
手
元
に
届
き

ま
し
た
。

実
は

一
九
九
〇

（平
成
二
）

年
８
月
１５
日
、
予
科
練
の
戦
友

・

［写
真
］
待
望
の
菅
原
貞
雄

さ
ん
の
卒
業
証
書
を
手
に
し
た

遺
族
の
俊
雄
さ
ん
。

北
海
道
千
歳
基
地
か
ら
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
方
面

へ
偵
察
飛
行
に
出

撃
し
未
帰
還
、
戦
死
」
と
確
定

し
ま
し
た
。
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恵
那
高
の
校
内
各
所
に
、
先

生
と
生
徒
が
制
作
し
た
芸
術
の

香
り
高

い
美
術
作
品
が
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
順
次

紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

【制
作
】
昭
和
６。
年
度
１３
組

代
表

・
伊
藤
伸
保
さ
ん

【指
導
】
正
担
＝
夏
目
敬
子
先
生
、

副
担
＝
高
木
良
先
生

【説
明
】
「文
化
祭
の
出
展
物
は

恵
那
に
ち
な
み
、
大
井
宿
の
絵

を
卵
の
殻
で
作

っ
た
ら
ど
う
か
」

と
い
う
高
木
先
生
の
案
が
決
ま

八十年ρ耕‰聯降

一
九
四
三

（
昭
和

１８
）
年
、

旧
海
軍
の
エ
リ
ー
ト
養
成
の
海

軍
兵
学
校
に
、
岐
阜
県
か
ら
第

７４
期
生
と
し
て
１０
人
が
入
学
し
、

う
ち
半
分
の
５
人
を
恵
那
中
学

校
１
校
で
占
め
て
い
た
と

い
う

話
は

『写
真
史

・
城
陵
八
十
年
』

で
も
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
、
そ
の
５
人
が

先
輩

・
第

７３
期
生
の
大
前
敏
郎

さ
ん

［中
１５
］
（前
列
中
央
）
を

囲
ん
で
の
記
念
写
真
で
、
前
列

左
は
安
藤
謙
介

［中
１７
］
、
同
右

が
渡
辺
義
夫

［中
１７
］
、
後
列
左

が
益
田
寿

［中
１７
］
、
同
中
が
大

っ
た
。
４
班
に
別
れ
て
制
作
を
担
当

す
る
こ
と
に
し
、
全
員
、
夏
休

み
に
卵
料
理
を
た
く
さ
ん
食
べ
、

橋
卓
爾

［中
１８
］
、
同
右
が
加
藤

忠
男

［
中

１８
］

の
皆
さ
ん
で

す
。
＝
傍
線
は
故
人
、
写
真
提

供
は
渡
辺
義
夫
さ
ん
＝

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

一
転
し
て

「事
実
は
小
説
よ

り
も
奇
な
り
」
と
い
う
話
題
―

恵
那
高

（旧
制
恵
那
中
学
校
）

と
静
岡
県
立
磐
田
南
高
等
学
校

（同
見
付
中
学
校
）
と
は
、
訓
べ

れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
不
思
議
な
関

係
に
あ
り
ま
す
。

創
立
は
同
じ

一
九
二
二

（大

正
１２
）
年
で
、　
一
昨
年
共
に
創

立
八
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

殻
を
洗

っ
て
乾
か
し
、
あ
ら
か

じ
め
色
を
塗

っ
た
。
張
る
作
業

は
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
最
後
ま

で
集
中
し
奇
麗
に
仕
上
げ
た
。

せ

っ
か
く

の
作
品
な
の
で
、

美
術
の
花
田
先
生
に
枠
を
作

っ

て
い
た
だ

い
て
か
け
た
が
、
今

も
奇
麗
な
姿
を
保

っ
て
い
る
。

恵那高と磐田南高とを

つなぐ颯 辣袂骰餞
褥

【制
作
】
平
成
９
年
度
２３
組

代
表

・
有
賀
雄

一
さ
ん

【指
導
】
担
任
＝
鈴
木
康
博
先
生

【説
明
】
城
陵
祭
の
展
示
物
は
修

学
旅
行
で
行

っ
た
沖
縄
の
首
里

城
と
シ
ー
サ
ー
の
制
作
に
な

っ

た
。
首
里
城
は
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
模
型
三
百
五
十
分
の

一
の

設
計
図
に
基
づ
き
、
厚
紙
に
３

倍
の
拡
大
図
を
書
き
、
そ
れ
を

そ
の
記
念
誌
編
集
の
資
料
を

収
集
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
校
歌

作
曲
者
が
同
じ
草
川
宣
雄
さ
ん

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
、
情

報
や
同
窓
会
報
の
交
換
が
始
ま

り
、
姉
妹
校
提
携
の
話
題
も
浮

か
ん
で
い
ま
す
。

平
成

１６
年

１０
月
末
、
同
校
の

同
窓
会
校
内
幹
事

・
伊
藤
修
二

先
生
か
ら

『
写
真
史

・
城
陵
八

十
年
』
送
付
の
お
礼
状
が
届
き
、

そ
の
中
に
、

「
記
念
誌
は
た
だ
今
、
本
校

教
頭
の
加
藤
和
男
さ
ん
に
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
。
彼
が
そ
ち

ら
の
出
身
で
、
お
兄
様
が
貴
校

の
出
身
だ
と
の
こ
と
で
す
」

興
味
津
々
。
早
速
、
加
藤
先

三
百
ほ
ど
の
パ
ー
ツ
に
切
り
取

り
、
実
物
に
近
い
色
を
塗

っ
た
。

大
変
細
か
い
作
業
と
な
り
、
夏

休
み
を
返
上
し
、
ク
ラ
ス
全
員

が

一
九
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

パ
ー
ツ
の
寸
法
が
制
作
者
に

よ

っ
て
微
妙
に
食
い
違
い
、
完

成
し
た
の
が
城
陵
祭
当
日
の
午

前
１０
時
。
展
示
会
場
に
沖
縄
音

楽
を
流
し

『沖
縄
の
空
間
』
を

作
り
上
げ
た
結
果
、
展
示
部
門

の
最
優
秀
賞
を
獲
得
で
き
た
。

【制
作
者
の
お
尋
ね
】

写
真
下
２
枚
の
作
品
は
制
作

者
が
不
明
で
す
。
ご
存
じ
の
方

は
恵
那
高
の
同
窓
会
担
当
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
一一一一・一一・一一一一一一一一一
一一　
一一一一一一一一．一・一・
●．一一一・一一一一●一
．
一●
一一一一

生
に
記
念
誌
を
贈
呈
す
る
と
共

に
、
お
兄
様
が
ど
な
た
で
あ
る

か
質
問
。
回
答
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
は
、

「長
兄

。
加
藤
忠
男

（存
命
な
ら

ば
７８
歳
）
苗
木
か
ら
恵
那
中
学

を
出
て
広
島
に
あ

つ
た
海
軍
兵

学
校

へ
入
学
。
し
か
し
、
在
学

中
の
訓
練
が
も
と
で
体
調
を
崩

し
他
界
し
ま
し
た
。
（中
略
）
私

と
恵
那
高
校
の
大
野
岩
夫
校
長

と
は
同
級
生

（編
集
部
注
＝
中

津
高
校
第
１５
回
、
昭
和
３９
年
卒

業
）
で
す
」

あ
の
兵
学
校
の
加
藤
忠
男
さ

ん
の
末
弟
が
加
藤
和
男
さ
ん
。

そ
し
て
和
男
さ
ん
と
大
野
校
長

と
が
同
級
生
。
重
な
る
”
偶
然
“

と
”
奇
縁
“
に
驚
く
ば
か
り
。

校内に展示の美術作品
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同
窓
会
報

『
城
陵
』
第
四
号

に
、
昨
年

の
東
京
城
陵
会
総
会

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
結
果
、

東
京
近
郊
在
住
の
恵
那
高
校
卒

業
生
の
方
た
ち
に
も
、
こ
の
会

の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
だ
け

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
前
、
紹
介
し
ま
し
た
と
お

り
、
こ
の
会
は

『東
京
恵
中
会
』

と
し
て
発
足
し
、
二
十
三
年
の

歴
史
が
あ
り
、
昨
年
十

一
月
の

総
会
の
際
、
時
代
の
流
れ
に
対

応
し
、
更
な
る
活
性
化
を
願

っ

て
会
名
を

『東
京
城
陵
会
』
と

こ
の
夏
の
猛
暑
が
う
そ
の
よ

う
に
、
涼
し
い
秋
と
な
り
ま
し

た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
で
御
活
躍
の
こ

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
か
ら
本
校
の
教
育
活
動

に
多
大
の
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま

す
こ
と
に
、
学
校
を
代
表
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
後
期
を
迎
え
、

学
習
や
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
特
に
三
年
生
は
自
己
実
現

の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、

「受
験
は
団
体
戦
」
を
合
い
言
葉

改
め
た
も
の
で
す
。

前
回
は
会
場
や
財
政
上
の
間

題
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
よ

り
、
取
り
あ
え
ず
高
校
第
五
回

ま
で
の
方
た
ち
を
対
象
に
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

大
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
喜
ば
し
か

っ

た
こ
と
は
こ
の
総
会
に
対
す
る

評
価
が
非
常
に
高
く

「来
年
も

是
非
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
の

要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
先
輩
諸
兄
が
い
ろ
い

ろ
な
思

い
で
つ
な

い
で
こ
ら
れ

た

『東
京
恵
中
会
』
の
精
神
が
、

会
名
が
変
わ

っ
て
も
受
け
継
が

れ
て
い
く
と

い
う
、
確
信
が
持

て
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

何
と
言

っ
て
も
心
強
い
の
は
、

幹
事

の
皆
さ
ん
の
会
に
対
す
る

限
り
な

い
情
熱
と
惜
し
み
な
い

協
力
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
の
点
、

感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

同
窓
会
員
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
、

本
来
な
ら
全
員
に
ご
案
内
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
種
々
の
事

情
か
ら
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の

点
お
わ
び
と
共
に
ご
理
解

い
た

決
定
し
た
次
第
で
す
。

な
お
、
活
性
化
の

一
環
と
し

て
従
来
か
ら
毎
月
例
会
を
行
な

っ
て
お
り
、
毎
回
、
女
性
を
含

め
二
十
数
名

の
出
席
に
よ
り
、

う
な
月
例
会
は
他
に
例
を
見
な

い
、
自
慢
で
き
る
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
囲
碁
愛
好

会
を
毎
月

一
回
開
い
て
お
り
ま

す
が
、
徐

々
に
参
加
者
が
増
え

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
は
今
後
の

『東
京
城
陵
会
』
活
性
化
の
た
め

に
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
つヽ
。
こ
れ
か
ら
世
の
中
は
様
々
な

変
化
を
伴

っ
て
、
新
し
い
歴
史

を
作
り
な
が
ら
流
れ
て
行
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
『東
京
城

陵
会
』
も
時
代
に
対
応
し
て
、私

に
と
っ
て，警

通
算
十

一

年
目
の
恵
那

務
を
命
ぜ

ら
れ
て
は
や
半
午
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
地
域
を
担

い
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
と
、
伝
統
を
踏
ま

え
、
創
立
九
十
周
年
、
百
周
年
、

さ
ら
に
は
そ
の
先
ま
で
を
も
見

据
え
た
教
育
活
動
の
推
進
に
全

力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
す
。　
一

層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
て
、
学
校
の
現
況

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［
‐６
・
‐０
・
‐０
］

饉
盪
鶉

N還盈

覺
戌

要
望
に
応
え
平
成
十
六
年
も

十

一
月
に
開
催
し
ま
す
が
、
今

回
は
高
校
第
十
回
ま
で
を
対
象

に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
関

東
地
区
に
は
千
三
百
名
以
上
の

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

会
の
継
続
、
発
展
の
た
め
の

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
徐
々
に
範

囲
を
広
げ
て
い
く
の
が
ベ
タ
ー

な
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
て

活
発
か

つ
和
気
あ

い
あ

い
の
雰

囲
気
で
続
け
て
お
り
ま
す
。

以
前
に
比
べ
て
雰
囲
気
が
随

分
変
わ

っ
て
き
た
と
痛
感
し
て

し
ま
す
。
研
究
に
当
た
っ
て
は
、　
■

国
立
情
報
学
研
究
所
長
の
末
松

　

き

安
晴
先
生

［中
２４
］
を
は
じ
め

と
す
る
諸
先
輩
か
ら
も
ご
指

嵩
弓
ゆ
「
ビ
嬌
雛
鞠
謳

リ

キ

ュ
ラ

ム

開

発

研

究

を

実

旗
轟

馨

鱗

担

に
学
年

一
九
と
な

っ
て
最
後

の

秋
を
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
ボ
ー
ト
部
、

陸
上
部
、
放
送
部
が
今
年
も
岐

阜
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
や

東
海
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
熱
心
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五

十
九
回
目
を
迎
え
た

『城
陵
祭
』

を
九
月
四
日
か
ら
三
日
間
の
日

程
で
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
生
徒

の
家
族
や
卒
業
生
、
地
域
住
民

な
ど
二
千
名
近
く
の
方
々
が
来

校
さ
れ
、
熱
心
に
参
観
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
恵
那
高
に
対

す
る
愛
情
と
期
待
の
大
き
さ
を

改
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
年
度
恵
那
高
に
と

っ
て
大
き
な
出
来
事
は
、
文
部

科
学
省
よ
り
平
成
十
六
年
度
ス

ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク

ー
ル

（Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受

な
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
を

図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
児

童
生
徒
の
理
数
離
れ
対
策
と
し

て
平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
り
、

各
都
道
府
県
か
ら

一
、
二
校
、

け
た
こ
と
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

理
科

・
数
学
教
育
を
重
点
的
に

行
な
う
高
校
を
指
定
し
て
、
生

徒
に
日
本
や
世
界
の
先
端
科
学

技
術
に
触
れ
さ
せ
、
将
来
有
為

恵
那
高
等
学
校
長

現
在
全
国
で
七
十
二
校
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
今
年
度
か
ら
三
年

間
で
約
五
千
万
円
の
国
庫
補
助

を
受
け
、
理
数
教
育
振
興
の
カ

大
野
　
岩
夫

導
、
ご
助
言
を

い
た
だ

い
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
を
通
じ
て
本
校
の

更
な
る
活
性
化
を
図
り
、
各
界

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
諸

東
京
城
陵
会
会
長

佐
々
木

慎

一
［中
１９
・
４
卒
］
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母
一様
０
一ヽ
一せ
一一”
一夕
女

】恵　　　　　　　　　　学習
一

写

盲
【
。
上

研
究
雀

あ

的
に
行
な
つヽ
一日展

の
こ
と
。
到
　

軋

膵

同

饒

暑

腋

鼈

鯰

鶉

蝙

腑

ふ
れ
生
徒
た
ち
の
目
は
輝
い
て
　
一万
の
大
学
や
研
究
機
関
と
イ

い
る

■

年
７
月
７
日
、
核
融

タ
ー
つヽ

卜
な
ど
を
使
そ

連
　

　

　

　

懇
齢
鶴
醐
卸
得

蝙

隕

晰

鰈

晰

髯
Ｌ

な

合
科
学
技
術
研
究
所
で
）
　
　
　
　
携
し
、
最
先
端
科
学
に
触
れ

恵
那
高
等
学
校
は
、
平
成
１６

年
４
月
１５
日
、
文
部
科
学
省
か

ら

『
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

［写
真

・
下
右
］
文
部
科
学

大
臣
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
書
。

［写
真

・
下
左
］
末
松
所
長

の
講
義
。
画
面
は
新
井
助
教
授

（同
６
月
４
日
、
恵
那
高
で
）

イ
ス
ク
ー
ル
』
（Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
は
、
同
省
が
指
定

す
る
理
科
や
数
学
教
育
を
重
点

が
ら
高
校
の
理
数
系
学
習
に
取

り
組
む
も
の
。
平
成
１６
年
度
は

全
国
で
２０
校
が
指
定
さ
れ
、
岐

阜
県
内
で
は
昨
年
度
の
岐
山
高

（岐
阜
市
）
に
次
い
で
２
校
目
、

東
濃
地
区
で
は
初
め
て
。

恵
那
高
に
女
子
棒
高
跳
び
の

ホ
ー
プ
渡
辺
み
な
み
選
手

（
２

，■
■
●
一〓
ｉ
∵
ｉ
■
一〓●
Ｉ
Ｉ

対
象
は
今
年
度
の
理
数
科
新

入
生
が
中
心
で

『
ス
ー
パ
ー
サ

イ

エ
ン
ス
総
合
』
を
週
２
時
間
、

年
生
、
恵
那
市
長
島
町
出
身
）

が
誕
生
し
ま
し
た
―
―
同
選
手

一■
・■
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■
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一“●
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延
べ
３
年
間
学
び
ま
す
。
連
携

先
は
、
岐
阜
大
、
名
古
屋
大
、

岐
阜
県
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
、
瑞
浪
市
の
核
融
合
科
学
技

術
研
究
所
な
ど
で
す
。

内
容
は
、
①
テ
レ
ビ
会
議
シ

６
月
４
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
指
定
さ

れ
た
恵
那
高
理
数
科
１
年
生
８。
人

が
、
先
輩
で
国
立
情
報
学
研
究
所

長

・
末
松
安
晴
さ
ん
の
講
義
を
聴

き
ま
し
た
。

光
通
信
の
基
礎
を
築
い
た
末
松

さ
ん
は
、
歴
史
家
Ａ

・
Ｊ

・
ト
イ

ン
ビ
ー
の
著
作
か
ら
学
ん
だ
話
を

紹
介
。
自
己
中
心
で
は
な
く
、
認

め
合
う
精
神
が
社
会
を
成
立
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
悟
り

「自
分
も
何

か
目
標
を
立
て
て
努
力
す
れ
ば
社

は
、
平
成
１６
年
７
月
の
岐
阜
県

陸
上
選
手
権
大
会
で
３
ｍ
３０
ｃｍ
を

跳
び
優
勝
。
従
来
の
記
録
を
大

幅
に
上
回
り
、
県
記
録
、
県
高

校
記
録
０
大
会
記
録
の
小
リ
プ

ル
新
記
録
を
樹
立
。　
　
　
　
．

更
に
、
１０
月
お
■
に
は
第
５９

回
国
民
体
育
大
会

（埼
玉
）
の

棒
高
跳
び
少
年
女
子
共
通
に
出

場
し
、
順
位
こ
そ
６
位
に
甘
ん

じ
た
も
の
の
３
ｍ
４。
ｃｍ
を
跳
び
、

短
期
間
に
驚
異
的
な
成
長
ぶ
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

同
選
手
は
器
械
体
操
を
し
て

い
た
た
め
か
、
空
中
で
の
バ
ラ

ン
ス
感
覚
に
優
れ
て
お
り
、
か

，
■ヽ
一一■
●
一̈一〓
■■
一
〓
〓
一一Ｆ
〓
・〓
一一●
・喜
一ギ
・

ス
テ
ム
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

っ
た
研
究
者
に
よ
る
講
義
や
実

験
、
②

『楽
し
い
サ
イ
エ
ン
ス
』

を
テ
ー
マ
に
生
徒
自
身
の
課
題

研
究
や
発
表
、
③
企
業
や
研
究

所
の
見
学
な
ど
で
す
。

会
に
還
元
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
た
と
こ
ろ
、
将
来
へ
の
不

安
が
消
え
、
研
究
に
打
ち
込
む
こ

と
が
で
き
た
」
と
生
徒
を
激
励
。

体
験
か
ら
生
ま
れ
た
信
念
―

『手
作
り
経
験
が
研
究
成
果
に
結
び

付
く
』
と

「基
礎
を
身
に
付
け
、

本
物
に
触
れ
る
こ
と
」
の
大
切
さ

を
強
調
し
ま
し
た
。

更
に
、
末
松
さ
ん
が
手
が
け
た

光
通
信
が
、
現
在
、
Ｂ
フ
レ
ツ
ツ

と
い
う
形
で
普
及
し
て
い
る
の
に

つ
て
体
操
か
ら
高
跳
び
に
転
向

し
た
八
木
た
ま
み
さ
ん
に
似
た

特
長
を
持

っ
て
い
ま
す
。

一
渡
辺
選
手
が
初
め
て
ポ
ー
ル

一　
を
握

っ
た

の
は
１
年
生

の
夏
。

．
２
週
間
後

の
県
選
手
権
で
３
位

入
賞
。
同

１０
月
の
横
浜

・
ジ

ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
は
８
位
。

同
１１
月
に
は
３
ｍ
の
県
記
録
保
持

者
に
成
長
。
２
年
生
で
県
選
手

権
大
会

の
上
座
に
着

い
た
も
の

の
、
全
国
の
同
世
代
の
記
録
４
ｍ

‐Ｏ
ｃｍ
と
は
か
な
り
の
差
。
で
も
、

や
が
て
は
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選

手
を
脅
か
す
日
が
や

っ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

●
∵●
■
，
■
●
４■
●
■
■
●
■
，●
●
二
一，

触
れ

「研
究
開
始
か
ら
家
庭
の
日

常
生
活
へ
届
く
ま
で
に
約
４０
年
か

か
る
。
皆
さ
ん
も
取
り
上
げ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
研
究
テ
ー
マ
を
探
し

て
は
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
大
先
輩
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

こ
の
後
、
国
立
情
報
学
研
究
所

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座
が
あ
り
、

同
研
究
所
の
新
井
紀
子
助
教
授
の

「楽
し
い
数
学
」
の
講
義
を
聴
き
ま

し
た
。
【そ
の
他
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
】

．
▼
６
几
２５
日
＝

甲
不
ッ
ト
講
座
］

．
福
井
県
立
大

・
神
谷
充
伸
教
授

ア
撃
早
の
妻
巴

）
９
月
１７
日
＝

［講
義
］
東
京

工
業
大

・
清
水
優
史
教
授

・

「創
造
的
に
な
ろ
う
」

恭
畿
贅
隧
ン
又
炸
鰈
澁
翡

|=     ■
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東
京
城
陵
会

＝
佐
々
木
慎

一
会
長

［中
１９
・
４
］
＝
で
は
、

Ｈ
月
２７
日
、
銀
座
ラ
イ
オ
ン
６

階
大
ホ
ー
ル
で

『第
８
回
総
会
』

を
開
き
、
来
賓
と
し
て
柘
植
章

・
同
窓
会
長
、
大
野
岩
夫

・
恵

那
高
校
長
が
出
席
し
、
祝
辞
を

述
べ
た
。

今
回
は
高
校
第
ｌｏ
回
ま
で
対

象
を
広
げ
て
案
内
し
た
と
こ
ろ

男
子
６３
人

（中
学
４８
、
高
校
１５
）

女
子
ｌｏ
人

（中
学
２
、
高
校
８
）

合
計
７３
人
が
出
席
し
た
。

ま
た
、
間
誠
三

［中
１９
・
５
］
、

『魃
鰤
嘲
鮨
蛉
穆
』

東
京
蝙
餞
屹
　
写
賣
難
鶴
炒
彎

小
林
正
喬

［
中

２３
］
、
浅
野
益

秀

［同
］
さ
ん
ら
の
幹
事
が
趣

向
を
凝
ら
し

『
郷
土
の
名
産
品

福
引
き
』
を
計
画
し
て
大
好
評
。

更
に
、
写
真
を
撮
影
し
て
、
後

『土
岐
市
城
陵
会
』
＝
玉
樹

成
三
会
長

［高
３
］
＝
で
は
、

平
成

１６
年
６
月

１３
日
、
『
平
成

‐６
年
度
総
会
』
を
セ
ラ
ト
ビ
ア

土
岐
で
、
会
員
百
人
が
出
席
し

て
盛
大
に
開
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
来
賓
の
柘
植
同

窓
会
長
、
大
野
校
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
土
本
紳
悟
さ
ん

［中
２５
］

が
新
会
長
就
任
の
決
意
を
披
露

し
ま
し
た
。

恒
例
の
記
念
講
演
は

『
小
笠

原
流
家
元
に
よ
る
作
法
』
と
題

し
て
、
小
笠
原
惣
領
家
礼
法
研

究
所
長
、
小
笠
原
宗
家
礼
法
家

元
の
小
笠
原
源
文
斎

（阿
部
速
）

さ
ん

［高
３
］
。
出
席
者
は
礼
儀

作
法
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
を

深
め
ま
し
た
。

日
、
写
真
集
と
し
て
配
る
な
ど

の
大
活
躍
を
み
せ
た
。

［写
真

・
右
上
］
記
念
写
真
は

３
組
に
分
け
て
撮
影
し
、
写
真
集

に
し
て
全
員
に
送
付
し
た
。

［写
真

・
右
下
］
全
員
で
、
大

会
の
歌
、
校
歌
、
東
京
城
陵
会
の

歌
を
斉
唱
。

平
成

１６
年
４

月
３
日
、
高
校

第
７
回
生
の
代

表

ｌｏ
人
が
恵
那

高
を
訪
れ
、
一年

業
５。
年
記
念
と

し
て
花
の
木
２

株

（諸
経
費

１３

万
円
）
を
校
庭

南
西
の
土
手
に

植

樹

し

ま

し

た
。

獨
鰈
薇
秋
蝙
鼈
尿
黎
躙
仁

簑
鰊
贔
塚
閂
塁
鬱
覺
釉
隧

懸
鰺
懸
珈
雛
へ
、
ほ
彊
雉
け
さ
や

『名
古
屋
恵
那
高
会
』
＝
各

務
芳
樹

・
会
長

［中
１８
］
＝
の

『
平
成

１６
年
度
総
会
』
は
、
平

成
“
年
Ｈ
月
１９
日
、
名
古
屋

・

名
よ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

．し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
柘
植
章
同
窓
会

長
、
大
野
岩
夫
恵
那
高
校
長
、

森
川
正
昭
恵
那
市
長

（当
時
）

［写
真

・
左
］
『中
津
川
恵
那

高
会
』
の
総
会
風
景
。
全
員
そ
ろ

っ
て
校
歌
、
『城
陵
歌
』
を
斉
唱
。

ら
の
来
賓
を
迎
え
、
会
員
百
三

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
特
に

『中
津
川
恵
那
高
会
』

曾
心

蘇
会
）
＝
水
野
孝
会
長

［中
２３
］

＝
で
は
、
平
成
１６
年
Ｈ
月
２６
日
、

『平
成
１６
年
度
総
会
』
を
中
津
川

駅
前
の
勝
宗
で
開
い
た
。

大
野
岩
夫

・
恵
那
高
校
長
、

水
野
智
雄
恵
那
城
陵
会
会
長
ら

の
来
賓
４
人
を
招
き
、
会
員
の

出
席
者
は
３０
人
、
校
歌
、
『城
陵

森
川
市
長
は
Ｈ
月
末
で
市
長
を

退
任
す
る
た
め
、
同
窓
会
員
に

協
力
お
礼
の
あ

い
さ
つ
を
行
な

い
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
久
し

振
り
の
再
会
に
話
題
は
尽
き
ず
、

熱
心
な
懇
談
が
続
き
ま
し
た
。

歌
』
を
歌
い
、

が
続
い
た
。

今
年
度
は
年
会
費

（千
円
）

を
振
り
込
み
方
式
に
し
た
と
こ

ろ
好
成
績
で
、
総
会
ま
で
に
百

八
十
四
人
の
納
入
が
あ
り
、
執

行
部
で
は
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

げ
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

そ

の
後

、
第

７
回
生

＝
代

表

・
松
村
多
門
さ
ん
＝
は
５
月

３０
日
に
恵
那
峡
国
際
ホ
テ
ル
で

同
級
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
そ

の
機
会
を
利
用
し
て
、
翌
日
、

代
表
者

３
人
が
学
校
を
訪
れ
、

目
録
、
寄
付
賛
助
者
名
簿
を
大

野
校
長
に
贈
る
と
と
も
に
、
剰

余
金
３
万
円
を
同
窓
会
に
寄
付

し
ま
し
た
。

［写
真

・
右
］
高
校
第
７
回
生
が

記
念
植
樹
し
た
花
の
木
。

鱚ヲ緻軋濶鱚釉

わ幌鑢隧祗曖餘
絋
蛉
瘍
儡
又
濶
脩
隕
颯禾日
や
か
な
懇

談 _



(7)第 5号 恵那高等学校同窓会報 2005年 (平成 17年)2月 1日 (火 )

痣
熔
餞
蒟
蝙
祗
隋

旧
恵
那
市
と
恵
那
郡
南
部
５

町
村
と
の
合
併
に
伴
う
、
初
の

恵
那
市
長
選
挙
は
、
Ｈ
月
２８
日

に
投
開
票
さ
れ
、
同
窓
会
員
の

腱
魃
啄
笏

可
知
義
明
さ
ん

里
口向
７
］
が
当
選
、

新
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

可
知
さ
ん
は

一
九
五
五

（昭

和
３。
）
年
、
恵
那
高
を
卒
業
し

て
恵
那
市
役
所
に
就
職
。　
一
九

九

一

（平
成
３
）
年
、
同
市
総

務
部
長
、　
一
九
九
五

（平
成
７
）

年
、
同
市
助
役
な
ど
を
歴
任
し

て
、
二
〇
〇
〇

（平
成
１２
）
年

退
任
し
、
今
回
市
長
に
当
選
し

『恵
中
第
２４
回
同
期
会
』
＝

平
成
１６
年
２
月
Ｈ
日
、
『末
松
安

晴
さ
ん
文
化
功
労
者
顕
彰
祝
賀

会
』
の
後
、
恵
那
市

・
金
よ
し

で
開
い
た
”
祝
賀
二
次
会

“
に
４０

人
が
参
加
し
、
再
び
、
同
級
生

の
栄
誉
を
我
が
事

の
よ
う
に
喜

た
も
の
。
横
山
正
男

［中
５
］
、

西
尾
道
徳

［中
９
］
、
森
川
正
昭

［中
１９

・
４
］
さ
ん
ら
３
代
に
続

く
同
窓
会
員
市
長
の
誕
生
を
祝

う
と
共
に
、
可
知
さ
ん
の
活
躍

を
心
か
ら
期
待
し
ま
す
。

び
、
祝
い
、
語
り
合
い
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
で
き
な
か

っ
た

７‐
人
の
同
級
生
か
ら
お
祝

い
の

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の

一
人
、
丸
野
政
雄
さ
ん
は

「末
松
君
の
業
績
は
本
物
だ
。
同

級
生
の

一
人
と
し
て
鼻
が
高
い
。

[写真]新恵那市長となった

可知義明さん。

鰊
麒饉
鰺

敗
屹

那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

『
平

成

１６
年
度
総
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
第

２０

．
２‐
回
は
、
毎
年
、
同

級
会
を
開

い
て
お
り
、
今
年
で

４４
回
に
な
る
極
め
て
団
結
力

の

強

い
学
年
で
す
が
、
老

い
て
ま

す
ま
す
盛
ん
。
今
年
も

３７
人
が

参
加
し
て
、
誠
に
優
等
生
ぞ
ろ

い
。
こ
の
勢

い
が
末
永
く
続
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

［写
真

。
上
］
末
松
安
晴
さ

ん

（最
前
列
中
央
）
を
囲
ん
で

の

『
恵

那

中

第

２４
回

同

期

会
』
＝
恵
那

・
金
よ
し
で

［
写
真

。
中

］
恵
那
中
第

２‐
回
卒
業
の

『花
の
木
会
』

は
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

集
ま

っ
た
。

［写
真

。
下
］
恵
那
中
第
２２

回
は
岩
村

・
水
半
別
館
で
じ

っ

く
り
懇
談
。
時
間
の
経
過
の
早

い
の
に
驚
い
た
。

蒟
釉
啄
又
●
誦
鑽
一

華虫趾錮鮨ン鑢

競
輪
珍
紆

北
関
東
で

『
城
陵
歌
』
を
歌

っ

て

一
人
で
祝

っ
て
い
る
。
諸
兄

の
ご
健
康
を
祈
る
」
と
。

『恵
那
中
第
２０

。
２‐
回
卒
業

花
の
木
会
』
＝
当
番

・
中
部

一

同
＝
平
成
１６
年
ｌｏ
月
５
日
、
恵

鳳
ン
疱
晰
饒
鯰
魏
颯
夢
奎
鼈
薇

『
恵

那

中

第

２２

回

同

級

会
』

＝
当
番

。
南
部

一
同
＝
１

学
年
上
に
刺
激
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
創
立
８０
周

年
を
機
に
、
毎
年
、
同
級
会
を

開
く
よ
う
に
な
り
、
平
成

“
年

は
５
月

１６
口
に
岩
村

・
水
半
別

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
率
の
良

い
の
も
我
が
学

年
の
自
慢
。
現
在
員
百
三
十
六

人
、
こ
の
う
ち
毎
年

４０
％
近
く

が
出
席
す
る
の
だ
か
ら
極
め
て

ま
じ
め
で
、
す
ば
ら
し
い
。

来
年
は
久
し
振
り
に
名
古
屋

で
開
く
予
定
で
す
。

同
窓
会
報
は
有
料
制
に

◎
同
窓
会
報

『城
陵
』
は
第

５
号
か
ら
有
料

（年
間
千
円
）

と
な
り
ま
し
た
。
同
封
の
振
込

用
紙
に
よ
り
、
平
成
１７
年
２
月

２８
口
ま
で
に
振
り
込
ん
で
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

同
級
会
資
料
を
事
務
局

ヘ

◎
同
級
会
を
開
催
さ
れ
た
と

き
、
責
任
者
の
方
は
同
窓
会
事

務
局

へ
、
名
簿
、
写
真
、
資
料

な
ど
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
。

本
部
の
名
簿

の
訂
正
、
同
窓
会

報
の
掲
載
に
利
用
し
ま
す
。
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群
離一Ｉ
∴
絆
一・角
●
Ｉ

ｔ
〓
一驚

０

戦
後
、　
一
九
六
〇

（昭
和

３５
）
年
ま
で
国
語
を
担
当
さ
れ

た
日
影
八
郎
先
生
は
、　
一
九
〇

〇

（明
治
３３
）
年
生
ま
れ
の

一

〇
四
歳
。
恵
那
市
社
会
福
祉
協

議
会
広
報
紙
の
表
紙
に
登
場
。

彗
簿
ギ
ー‥．
Ｆ
考
覆
―．
慈

０
中
学
第
２０

．
２‐
回

『花
の

木
会
』
＝
健
康
管
理
の
懇
親
ゴ

ル
フ
。
１６
年
春
の
コ
ン
ペ
は
５

月
２６
日
、
ク
ラ
ウ
ン
Ｃ
Ｃ
で
岸

正
人
さ
ん
優
勝

（写
真
）
。
秋
の

コ
ン
ペ
は
‐０
月
２‐
日
花
の
本
Ｇ

Ｃ
で
安
藤
矩
義
さ
ん
優
勝
。

１
〓
■
奉
轟
和
孝
競
媒

０

女
学
校
第
２２
回

『あ
ず
み

の
会
』
＝
績
細
り
つ
子
代
表
＝

女
学
校
第
２２
回
坂
下
グ
ル
ー
プ

‐３
人
は
、
１６
年
７
月
２８
日
、
中

津
川

『
し
ろ
や
ま
』
に
Ｈ
人
が

集
合
、
１
年
分
の
話
題
を
披
露
。

懇
驚

一‡
撃
摯
一
事
一〓
嚢

④

国
税

冒
心那
〈
至

＝
遠
山

信
弘
会
長

［高
１６
］
＝
国
税
の

職
場
同
窓
会
で
会
員
該
当
者
を

再
調
査
の
結
果
６６
人
。
１６
年
４

月
１７
日
、
名
古
屋
市
で
の

『第

‐７
回
総
会
』
に
１９
人
が
参
加
。

食
べ
、
飲
み
、
語
り
合
っ
た
。

携
獲
離
摯
食
な
，
議
森
書

０

明
智
恵
中
会
＝
加
藤
知
見

会
長

［中
１５
］
＝
で
は
、
平
成

‐６
年
Ｈ
月
１７
日
、
明
智

・
大
正

ロ
マ
ン
亭
で

『第
９
同
総
会
』

を
開
い
た
。
参
加
１９
人
が
懐
か

し
い
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

■
年
寺
一彗
警
毒
尊
肇
一窯
森

⑥

『坂
下
城
陵
会
』
＝
で
は
、

‐６
年
ｌｏ
月
２４
日
、
山
日
村

・
望

仙
楼
に
１６
人
が
参
加
し

『第

４２

回
総
会
』
を
開

い
た
。
最
盛
期

３。
人
の
参
加
者
が
昨
今
は
数
人

に
激
減
し
た
た
め
、
中
学
会
員

だ
け
で
な
く
女
学
校
、
高
校
、

合
計
三
百
八
人
に
参
加
を
呼
び

か
け
、

４３
年
目
に
し
て
初
め
て

女
学
校

の
参
加
が
実
現
。
来
年

以
降
に
高
校
の
参
加
を
期
待
。

一
．一凛
一●
一■
一一●
一議
■
・●
一・■

０

中
学
校
第
２２
回
西
部
＝
平

成
１６
年
Ｈ
月
２８
日
、
南
部
明
智

組
に
も
呼
び
か
け
て
瑞
浪
市
日

吉
屋
に
２３
人
が
集
合
。
別
名
の

『元
気
に
語
る
会
』
ど
お
り
、
全

員
が
元
気
に
懇
談
。

一〓
〓
露
一一
■
誉
〓
ｔ
ｉ

Ｏ

北
斗
祭
実
行
委
員
会
＝
石

坦
明

・
委
員
長

［中
１７
］
＝
‐６

年
８
月
Ｈ
日
、
２３
人
が
集
ま
り

吉
田
美

一
さ
ん
の
霊
前
に

『城

陵
歌
』
を
さ
さ
げ
た
。
来
年
は

同
歌
誕
生
８０
年
、
作
者
逝
去
６５

年
に
当
た
る
の
で

『伝
統
を
守

る
会
』
と
記
念
式
典
を
計
画
。

ｔ
一
一一豪
，
一・〓
．∴
一■
■
奪
一■
機一
一■

０

創
立
８０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
＝
柘
植
章
委
員
長
＝

で
は

『写
真
史

・
城
陵
八
十
年
』

の
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
２
年

が
か
り
で
担
当
し
、
写
真
複
製

費
な
ど
編
集
経
費

一
切
を
寄
付

し
た
古
山
精

・
広
報
副
委
員
長

に
澤
口
友
爾
さ
ん

［中
２‐
］
の

力
作

『干
草
』
を
贈
っ
た
。


